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博士前取課程: 橋爪藤子 (4月
研究概要
1 . 其菌由来の 新規二 次代謝産物に関する研究
本研究では特に抗真菌作用を有する 二次代謝産物の 研
究を行 っ て おり. 以 下 に記す新規物質を見出した.
ブ ラ ジ ル 由来の 未同定真菌IFM 52672 より 見出 した
新規 n o n adfide物 質. dihydro epihe v e adride に つ い て そ の
化学構造. 坑東園活性を明らか にし, ま た同時に単離
されたde oxo epihe v e adride の Ⅹ線結晶解析に よりこ れら
n o n adridesの絶対構造に つ い ても明らか にする こ とが で
き , 公表した,
Eupenicl
'
II,
l
u mjalU a2”
'
(u mIF M 52670 より. 数種の 亡Orr,PaC山
蕗単体とともに新規のde calin 化合物である eujm noic acid
A. Bを発見し, こ れらの 化学構造を明らかにした . 同時
に , 化学構造と抗其薗活性の相関性に つ い て も明らかに
する こ とができ, 公表した.
また. Tn[a r o my[esJ 伽 〟JIF M52668の 培 養体 の 抽出
液 から抗4戸ergi//zL∫PLn酵 H S作 用を示す新規物質の 9,
14･ epo xy-ll
-de oqRlnic o n eの構造解析に つ い ても公表し
た (相島和食, 掩滞香代子, 近森 楓 河合賢 一 , 細江
智克 板橋武史, 野沢幸平, Ca mpo sTakakiG M, O kada
K),
2 . 病原性黒色其菌なら
_
OFに関連菌の 分子同定 ･ 系統分
類に関する研究
黒色其菌症原因蘭の P C R に よる高精 嵐 迅速同定
法の 開発研究を系統 ･ 化学分野との 共同研究で行 っ て
い る . Hw(uea 切eT71CChii, Fo nscco c a属 菌 に 撞き, 本年 度
は chrozT1 0bl払tOZTiyC O Sis の 原 因菌 とな る C lodopbia砂bo ra
c aTTio niiに つ い て . ITS領域 の 塩 基配列情報をもと に
p C R法に よる同定法を開発 した の で公表し た またリ
ア ル タイ ム P C R によ る同定の た め の TaqM a nブ ロ ー プ
も開発で きた .
標題 の病原性黒色寛菌ならびに関連蘭の 同定に関す る
研究では , rD N Aの D lrD2領域が極 めて 有用で ある こ
とも見出 し
.
公表した . 同時に こ れら菌類の DlノD 2領
域の塩基配列に基づく系統関係に つ い て も公表した. さ
らに本年はPhialopho,77属菌 に つ い て 約40菌種を対象に,
エ ビキ ノ ン解析をまじえた研究を行 い 極め て 興味疎 い
結果が得られ つ つ あ る . Pbia/tpJ5o,a属菌 で は基準種の P
℡e rT 〝{ 05 Gとp a7n e rZ'{n71 Gに つ い て 同 一 種鼠と異種説がある
が , 本研究で は rD N Aの N TS領域 ( 約3.5kb) の 全塩基
配列を解析し , 同 一 種説を支持する 見解を学会で発表し
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た (福島和貴. 滝浄香代子. Paride Abli乞, 橋爪藤子. 近
森 穣, 西村和子).
3 . 病原其菌の新規遺伝子の ク ロ ー ニ ン グ とプ ロ テ オ ミ
グ ス
本課題は前年度に継続 して 行われ て おり, 病原酵母
c7nioEOCE W n e Ojbr m a 77Sの 軌 亜 鉛などの 金属に 問わ る 遺
伝子の ス クリ ー ニ ン グ で, 新規遺伝子 Cn月 m がク ロ ー
ニ ン グされ . 本遺伝子がhcx os etr an sporte r, CnⅠ 町 1を コ
ー
ドする こ とを先ず明らかした . つ い で 全ア ミ ノ酸配札
10箇所の膜貫通ドメイ ン の有色 他菌類の m プ ロ テイ
ンを対象と した系統解析を明らかにした . さら に遺伝子
被墳株を作製し, 野生株と の 間における糖輸送胞 細月包
発育. 細胞形鼠 乗膜形成. 抗真蘭剤に対す る感受性,
メ ラ ニ ン生成な どに つ い て 比較した. そ の 緒果. 糖輸送
槙能で同株に差異が認め られ , 黄膜形成にも違 い が霞め
られたが . 他 の機能面での 南棟における差異はさほ ど大
きくな い こ とが見出された (近森 穣. 福島和貴).
4 . 兵曹症の 夜学研究
近年, 本邦 で 7 h
'
'bop妙 n Lo ns w G nSに よ る皮膚真菌症
がブレイク ア ウトして い る . 本研究では菌株識別法の確
立をEl指した . 原因菌で ある T 加 ∫y rn n ∫は本来国外に由
来すると考えられる ことから. 特にブ ラジ ル . 判乱 イ
タ .) アなどの 国外 由来株を対象に rD N Aの N TS領域に
ょるP C R- RF LPを検討した . そ の 結果D beIに よ り4種
の 株タイピ ン グが可能で ある こ とを明ら かに した の で
公表した (Paride A bliz. 福島和 泉 滝浄香代子, Mott&
c s, vidotto V, 帯 農艶 西村和子).
ブ ラ ジ ル の H I V感艶患者の 口腔内co nd1
'
da flo raに つ い
て 公表した . 本研究の清 見 CLmdl
l
da aLbiEa nS の 分離塀度
(57.7 %, a -173) は健常人 (83,8%, n -31) に比 べ 低下 し,
い わ ゆる n on -LZlbica n ∫CG ndl
'
da の 増加がみと められ , そ の
中には C. nbr v ege nsis, C･ in - diG と い っ た分離 が希な菌
種も同定された (M elo NR 田口英昭. 福島和泉 西村
和子, 官給 誠).
5. 稀な臨床分離株の同定
系統 ･ 化学分野との 共同研究で . 中国広州の外傷性
隈炎患者の 患部か ら中国で最礼 アジ ア で 2例日となる
ArLb 桝 飴 hqbla eを原因菌と同定し. 公表 した ( 席 震
艶 福島和貴. 滝滞香代子. 西村和子).
6. 接合菌の生化学. 酵素学的研究
接合菌 Cy n ningbo m ella c[egansに お け る ポリリ ン酸 の 生
メ乱 蓄積に及ぼすリ ン酸の 効果. また M u co r circin e]1oides
の キチ ン 合成に射する各種培地成分 . 培養時間の 影響に
つ い て 公表した (Ca 皿PO SITakakiGM , 福島和食)I
7 , 病 原其 菌な らび に 関連 菌の 国際 的収集, およ び
D D町 へ の遺伝情報の登録
ブラジ ル . イ タリ ア , ス ペ イ ン. トル コ . フ ラ ン ス , 中
国な どからC n e vJb n a ns, C bn 血 dubGnhzsifお よ びCa ndh
spp. , pmicillz
l
u m m u n cdci, der m atophytes, de m 血 ce o u 6fungi
な ど約80株 が 収 集さ れ た . DD BJヘ は rD NAのIT S,
D l/D 2領域の 塩基配列82を登録 した (福島和貴, 滝静
香代子 . Paride Abl12,. 梼爪藤子).
8. ミ トコ ン ドリ ア ･ チトク ロ ー ム b遺伝子を基にした
病慮其菌ならびに関連菌の 同定 ･ 系統解析. 其菌症
診断に関する研究
ミ ト コ ン ド1) ア ･ チ トク ロ ー ム b遺任子 の 一 部塩基
配列 (約400bp) を解析 しこ の 配列が 種に特異的 で あ
り, 種内変異も解析で きる こ とを明らか に した . こ の
プ ロ ジ ェ ク トで は. 既 に13報 (1998-2004) の 論文を
発表 して い る. 現在投稿準備中の 薗は. Pmicilll
l
u 7n鳳
771Eb呼O rO n属. M ohsse zia属 で あり , 解析を終了し論文
作 成 中 の 菌 は . Rus G riu2''属, Hl
'
sioPlos mL2 鳳 Spo roLbrix
鳳 皮膚糸状 菌な どがある . 迅速同走法 として深在
性輸入真菌症の 原因菌 ペ ニ シリウ ム ･ マ )I,ネ ッ フ ェ イ
(pmicill'
l
u m m a r nedci) を特異的に検出する ことが で きる
核酸を提供する特許を千葉大から申請中で ある (横山耕
袷, 遠藤成朗, 小森隆嗣, S.K. Biswas, 主 監, 西村和
千).
9 . Cn ,1di
･
da GZbic a n sの 病原性, 形態変換能 (二形性) に
関する研究
ca ndl
'
da a[bi(G nJは. 病原其菌の 中で高頻度に分粧され
る酵母で . 二 形性を示 しその 形態変換能が病原性を示す
と考えられる. こ の 様な形態変換メ カ ニ ズ ム の解明は生
物学的な興味だ けで はなく, 医療 に役立 つ と考えて い る.
D N A阻春瓢 皿-RNA合成阻害剤. タ ン パ ク質合成阻害
剤を作用 させ 発芽に関与す る メ カ ニ ズ ム を検討中で あ
り, D N Aマ イク ロ ア レイを用 い た遺伝子発現の 解析を
試みて い る (横山耕治, 遠藤成敗 今西由巳 西村和子).
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10. 其菌資源の 長期安定保存法の 開発
菌糸形細胞は, 酵母形や分亀子と異なり乾燥保存には
耐えにくく, 保存中に 死滅する場合が多 い , 特に分生子
を作らな い株や作りにく い 種にお い て は. 従来の L- 乾
燥保存には耐えられな い . そ こ で , 乾燥前の 処理にエ夫
を凝 らし, 分散媒や乾燥保謹剤を検討LてL- 乾燥 で 保
存で きる方法を開発中で . 生存率の改善が見られ た. こ
の テ ー マ で ( 財) 発酵研究所から研究助成を受けて い る
(横山耕治, 遠藤成朗 , 伊藤純子).
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1 . 共同研究
福島和貴
1) AI D S と真菌症 に関する研究, V derio Ⅵdotto教授
(イタリ ア トリ ノ大学).
2) 中国南西地域 における真菌症の 疫学研乳 席 男親
教授 (中国, 中山大学付属第二医院).
3) 接合蘭の生化学, 酵素学的研究
Galba M aria de Ca mpo s-TThkakL教授 (ブ ラ ジ ル ぺ
)I,ナ ン ブ コ カ ソ リ ッ ク大学).
4) 病原其蘭の系統保存と疫学研究
CristinaSou 乞A M otta助教授 (プ ラジ)I,連邦立ペ ルナ
ン プ大学).
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pathoge nidqrin the 血1galtree oflife6o cn singo nspecies
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G ･S.de Hoog教授 (オラ ンダ, CBS).
6) ブラ ジル における土壌中の カ ビ蕃産生薗と ヒトの病
原真蘭の 生態, 分布と種多様性
Okada K助教授 (プラ ジ)I,連邦共和国 ぺ)I,ナ ンブ
コ カ ソ リ ッ ク大学).
7) 中国西部における其菌症の疫学研究
ParideA bli2, 講師 ( 中国 新彊医科大学).
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1) チクトロ - ム b遺伝子に基づく菌類の 同定と系統解析
王 農 教授 (中国 書林大学), 2002-
2) チトク ロ ー ム b遺伝子 に基づく酵母類の 同定と系統
解析
Sw 且radit Ku 血 arBis w as博士 (γメ t)カ合衆園 テキ
サ ス 工科大学健康科学セ ン タ ー ), 2003-
2 . 海外渡航
1)福島和貴: 平成15年度在外研究員(創連関発研究):
エ イズ患者の 其菌症に関する研究, イ タリ ア ･ トリ
ノ大学, ス ペ イ ン ･ パ ス コ 大学, 2 00 4. 3 . 12- 30.
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1) 福島和貴:特別講演座長 , 西本勝太郎 ｢カ ピの 生活 ･
ヒ トの 生活+, 日本菌学会第48回大会, 長崎 , 2 00 4.
2) 福島和貴:座長, 帯48同日本匠其蘭学会総会, 横
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Colle ctio n s(lC C C-1 0), Ts ukuba,Japa n, 2004, 10･
10-15. 実行委貞 .
教育活動
学位指導 (大学院医学薬学府 博士課程)
福島和貴
Pa ride Abli乞: De v elopm e nt Of r apid a nd a c c tl r ate
ide ntiSc atio n m ethodsbas ed o n the ribos o 皿 al R N Age n e
forpathogenicfungi･
学内授業科目
福島和貴: 普遍教育 ｢生命科学A 3+,
医学部4年次医学生命科学特静 ･ 研究 (- 2003),
大学院白紙科学 ｢其菌系統論+.
横 山排 治: 医学 部4年 次 医学 生命 科学 特 論 ･ 研 究
(200 3).
講演など
清畠和貴: Molecula ridentificatio n a ndph7logeryofpathogenlc
dcm atiace o u s血Igia ndr ehtedtax a. トリ ノ大学 , 2004. 3 .
社会的活動
1) 福島和貴, 滝揮香代子, 近森 穣 , 河合 清 :千葉
大学オ ー プ ン リサ ー チ発表 ｢銀イオ ン の抗其蘭作用
に関する研究+. 2004, 9. 23.
2)福 島和貴 , 滝滞香代子 : ベ ン チ ャ ー 企業 ｢プ ロ ザ
テ ッ ク+ と の共同研究 : 抗其蘭活性の検剖∴
特許
発明人: 横山耕治, 王 麗, S.K Bis w as, 遠藤成朗, 西村
和子 .
蒐明 の 名称:｢ 新規ポリヌ ク レオチ ド, それ を用 いた探
在性輸入其菌症原因菌 ペ ニ シリ ウ ム ･ マ ル ネ ッ フ ェ イ
(Pc niciIIim m Drn e8ci) の検出用核酸を用い た ペ ニ シ l)
ウ ム ･ マ ル ネ ッ 7 ェ イの検出方法およぴキ ッ ト+
出願日: 平成16年6月7日 .
出厨番号: 特願2004-197446号 .
出席人: 千葉大学 .
外卦資金
福島和貴 (分担), 西村和子 (代表)｢ナシ ョ ナ ル バイオ
リ ソ ー ス 一 掃原微生物+.
その他研究助成
横山耕治 (代表). (財) 発酵研究所: 菌糸形菌体の 長期
保存法の 開発および保有株の 品質評価, 300万円 .
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